
九州女性技術者の会（九WE会）H25年度の活動報告

H25年９月

H25年7月

インターンシップ実習生との交流

・各受入事務所にて、実習生と九ＷＥ会メンバーとの交流（現場案
内や意見交換等）により職場PR等を実施。

・北国、遠賀川ではランチミーティングにより職場PR等を実施。

官庁業務合同説明会に参加
・国家公務員試験(大卒程度)の１次合格者を対象に実施。
・技術系区分で１０６名の参加。うち１３名が女性。
・九地整の事業説明PRの他、女学生へのアドバイス

等を行った。

H25年9月 ブロック会議【鹿児島】
・既作成の提言書「九州地方整備局の魅力をUPするた

めのアイディア集」の実行・活用状況、広く実践して
頂くための方策等について意見交換を実施。

H25年10月 大学でのセミナー実施【佐賀大学】
・理系女子大学生を主対象としたセミナーを実施。（女学生２７名）
・経験談を交えたワークライフバランスや仕事の魅力等を講演
・公務員説明会では聞けない女性職員さんからの視点や境遇を聞け

けて良かった、就職へのヒントになった等の感想があった。



インターンシップ実習生との意見交換会 in 北九州

説明日：平成２５年９月２日（月）１６：００～１７：００

説明者：北九州国道事務所 事務所長

調査課長他２名

実習先：北九州国道事務所調査課

【主な意見】

・道路が完成した時や地元からの喜びの声を聞いた時など、公務員のやりがいを知ることがで
き、将来の就職活動の参考となった。

・国土交通省は男性の多い職場であるが、女性職員でも仕事がしやすい環境作りを行っている
こと、また、育児休暇など福利厚生に関しても充実していることを知り安心した。

・道路整備には地方自治体や土木関係企業、地元住民など多くの方と調整が必要であることを
知り、あらためて大変な仕事であることを知った。
・大学の授業やサークル活動が忙しく、なかなか将来のことを考える
ことがなかったが、インターンシップでいろいろな方から多くの話を聞き、
もっと真剣に将来のことを考えなければならないと感じた。

現場見学の途中に
ランチミーティングも実施



説明日： 平成25年9月13日（金）11:00～13:00

実習先：遠賀川河川事務所 防災情報課

調査課

主な内容
・九ＷＥ会の取り組みと活動状況について紹介（提言書やブロック会議）
・育児休暇等各種福利厚生の制度と、取得状況についての説明

意見など
・技術系の女性職員の少なさに驚いた。
・自分も将来結婚・出産しても仕事を続けたいと思っているので、働きながら子育てしている女性が多
い事や、制度の充実はとても勇気づけられる。

・インターンで民間を経験した事が有るが、福利厚生の制度や実績、職場の雰囲気等から、女性が働
き続ける面では公務員の方が環境が整っている印象を受けた。

インターンシップ実習生との意見交換会 in遠賀

当日は事務所の若手も参加し、意見交換会と併せて、ラ
ンチミーティングも実施しました。



インターンシップ実習生との意見交換会 in遠賀

意見交換内容
・働いている立場から考えて、学生である今やるべき事、また学生時代を振り返って、
やっておけば良かったと思う事は？

・公務員になる為に、どの様な勉強を行ったか？
・自分が今研究室で取り組んでいる研究が仕事に活きる機会はあるのか？
・仕事をしていて、どんな瞬間にやりがいを感じるか？

当日の意見交換（ランチミーティング）は、事務所各課の若手も一緒に参加して実施しました！
仕事のこと・進路のこと・プライベートのこと、ジャンルにとらわれず、ざっくばらんに意見交換ができ、

実習生たちが日頃から抱えていた、公務員という仕事に対する疑問や、就職への不安などが解消された
様子でした。

男性も育児休暇を取得し
ているのにはびっくり！

地盤についての研究が道路や
河川、こんなに多分野で役立
つとは思ってなかったです

具体的にどのような仕事をし
ているか分かったので、これか
ら研究室を選ぶ上でも参考に

なりました！

地域の人の生活に直結し
た仕事なので、やり甲斐が

大きいですね


